
第２学年４組 国語科学習指導案 

指導者 堂馬 悦子 

１． 日時・場所 平成２９年６月１４日（水） 第５校時 １３：３５～１４：２０ ２年４組教室 

 

２．単元名  生きものかんさつ名人になろう 

      ～ぼく・わたしのとっておきを知らせよう～ 

 

３．単元のねらい 

（１）単元目標  

生き物を丁寧に観察して、気がついたことを詳しく書く。 

 

（２）指導事項：書くこと 

   ア 丁寧に観察し、気づいたことや分かったことを集めること 

 

   イ 知らせたいことがよく伝わるように、観察文の書き表し方を工夫して書くこと 

 

（３）言語活動  生き物の様子を丁寧に観察し、観察記録文を書く 

 

４．評価規準 

 

５．単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  言語についての 

知識・理解・技能 

・詳しく観察し、書くことに必要な

事柄を集めようとしている。 

・知らせたいことがよく伝わるよう

に、観察文の書き表し方を工夫し

て書こうとしている。 

 

・詳しく観察し、書くことに必要な

事柄を集めている。(ア) 

・知らせたいことがよく伝わるよ

うに、観察文の書き表し方を工夫

して書いている。（イ) 

 

・観察したことが言葉によって伝

えられることに気づいている。

イ（ア） 

「今週のニュース」

を伝えよう 

(５月実施) 

〈書くことア・オ〉 

＊知らせたい身近な

出来事から、書く

ことを決め、出来

事の様子や自分の

気持ちを書く。 

＜日常生活を生かす・ 

日常に生かす＞ 

「言葉タイム」「他教科での

振り返りカード」 

 

本単元「かんさつ名人になろう」(６月実施)  

〈書くことア・イ〉 

＊対象の様子を丁寧に観察し、知らせたいことが伝わる 

ように工夫して書く。 

ことを工夫して書く。 

生活  

「めざせ野さいづくり名人」 

「めざせ生きものはかせ」 

「しらせたいな、見せたいな」(1年生実施)〈書くこと〉 

＊観察したことを記録する文章を書く。 「こんなも

の、見つけた

よ」 

(７月実施) 

〈書くこと

ウ・

オ〉 

＊「初め・

中・終わり」

の構成を考え

て書く。 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 



 

６．単元設定の理由 

（１）児童の実態 

 「今週のニュース」では、知らせたいことや身近な出来事を書いて、それを発表し合ったり、読み合ったりす

るなどの活動を継続的に行っている。書くことに抵抗のない児童が多く、文章を書くことには慣れてきている。

しかし、文を書くときに助詞が抜けたり、長音・促音・拗音の表記や片仮名、くっつきの「は・を」が正しく書

けていなかったりする児童は多く、文章中の句読点の使用もまだ難しい。また、一つの文を長く書いてしまうた

めに、主語と述語がねじれてしまうことがある。表記の間違い、主述のねじれなどについては、個別に指導して

いるが、まだ指導が不十分である。今回の単元の中でも指導していきたい。自分の思いが先行し、自分の思いつ

いた順序で文章を書いてしまい、相手に伝わる文章にはなっていない児童も数名いる。そのため、伝える相手を

意識させて学習活動に取り組ませたい。 

  

 （２）学年の目指す子ども像と本単元について 

 

 

 

本単元では、「身近な生き物を観察し、集めた情報をカードにメモして、それらを基に観察記録文を書く」活動

を行う。生き物の観察には発見の喜びがあり、発見をほかの人に伝えたいという思いにつながる。身近な生き物

についての発見を観察記録文に書き、「自分のとっておき」として友達に伝えることは、本単元でねらう「必要な

情報を集めること」「相手に伝わるように表現を工夫して書くこと」を実現する。また同時に生活科の「めざせ、

生きものはかせ」の学習を行い、身近に飼育して自分からかかわることでより生き物に関心を寄せることにした。

「もっと観察したい」「見つけた発見を友達に知らせたい」と、書く意欲に繋げていくことができると考える。 

 

【研究内容１】主体的な学習を促すための言語活動の設定 

本単元では、児童が生き物をじっと見つめることによる発見を大切にしたい。何気なく見ているのではなく、

間近に近づいて見つめたり手で触ったりすることによって、今まで気づかなかったことなどたくさんのことがわ

かる。動きのある身近な生き物を題材とすることで、児童に観察の楽しさを感じさせ、発見の面白さを知らせる

とともに、自分が見つけた「とっておき」のことを友達に伝える楽しさを実感させたい。読み手を意識させるこ

とで、児童の「書きたい」「伝えたい」という意欲を喚起したい。 

 

 

【研究内容２】確かな力を育むための指導と評価 

◆本単元で評価したい子どもの姿 

＜３・４時間目＞ 

 

  

 

 

 

 

選んだ生き物を詳しく観察し、生き物の姿や様子、動きに着目させる。その中でも友達に知らせたいとってお

きのことを観察メモに書いていく。また観察メモが書けていない子への支援として、観察メモをいくつか書いた

後に、違う生き物を観察している子ども同士で交流をさせる。友達から観察の観点をもらうことで、観察メモを

増やしていくことができると考える。さらに、書き溜めた観察メモの中から一番友達に知らせたいことを選んで

「スペシャルメモ」として書く。より詳しく観察することで書くことに必要な事柄を集めさせたい。 

・自分や友達の大事なことを意識して表現することができる 

・友達に自分の思いや考えを伝えようとすることができる 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈６時間目〉（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容３】日常的な言語活動の継続 

２年生では「音読」や「朝のスピーチ」「今週のニュース」を行っている。「音読」では、文章を声に出して読

むことにより、簡単な構成や順序を確認したり、書かれている内容を読み取って表現したりすることをしている。

場面の様子などに気づきながら読むことで、想像を広げながらその世界観を楽しむことができるようにしている。 

「朝のスピーチ」では、決められた話型を使いながら、自分の思いや生活の中での出来事を思い出して話をし

ている。伝えたいことの内容が相手に分かるように話すことができるように取り組んでいる。また、聞いている

ほうにも、話している相手に体を向けさせ、大事なことを落とさずに聞くことを意識させ、話の内容に沿った質

・「スペシャルメモ」は、ザリガニの戦い方に

ついて書こう。友達に知らせたらきっと、

驚くよね。 

・観察メモがなかなか書けなかったけど、友達と話し合

ったら、ザリガニの餌の食べ方のことを観察メモに書

くことができたよ。 

 

詳しく観察し、書くことに必要な事柄を集める。【書ア】 

 

 

・（交流）わたしのとっておきは、「ザ

リガニの餌の食べ方」です。「はさ

みで押さえる」のところを「はさみ

で、にぼしをぐっと押さえる」と付

け足して書きました。 

・友達と話し合ったら、書いた文に自

信がもてたよ。続きの文をどんどん

書いていきたいな。 

知らせたいことが友達に伝わるように、「スペシャルメモ」に書いたことを文章にして観察文の下書き

をする。前時で学習した「文変身の三つの技」を使うことで、メモの言葉が文に書き換えられるように

していく。メモから書き換えた文を友達と交流することで、書き方を認め合い、自分の書いた文章に自

信を持ち、観察記録文を書きたいという意欲を高めたい。 

・僕のとっておきは、「ザリガニの戦い」のことを書こう。 

・メモの「はさみを上にふり上げる」のところを「触覚が相手

にあたると、はさみをぐっとふり上げました」と文にすると

伝わりやすいな。（付け足しの技） 

・メモの「長い触角」は、「髭のような触覚」とたとえると、

目に見えるような文になるね。（たとえの技） 

・「戦い方」のメモに「はさみの大きさ」のメモを合わせると、

もっと友達に伝わりやすくなるかな。（合体の技） 

 

知らせたいことがよく伝わるように、観察文の書き表し方を工夫して書いている。【書イ】 

 



問や感想が言えるように取り組ませている。 

「今週のニュース」では、定期的に書くことで書く活動の積み重ねを図っている。今はまだ文章の書き方や表

記の仕方を確認することに留まっているが、今後は、書くために材料を集める活動を取り入れたり、相手に伝え

るために文章の簡単な構成をしたりと力を高めていきたい。年間を通して、取材・構成・記述・交流という学習

の流れを繰り返し行っていくことで、子どもたちが書き方を理解して安心して書く活動に取り組めるようにして

いきたい。 

 

７．学習指導計画（９時間扱い） 

 

次 

 

時 

   

一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇単元全体のめあてを確認する。 

 

 

○教師が書いた生き物の観察記録文を読み、学

習の見通しをもつ。 

 

 

○自分が観察したい生き物を決め、その理由を

書く。 

 

 

○友達に知らせたるための観察記録文を書く

ことへの意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今までに書いた野菜の観察カ

ードを紹介して、想起しやす

くする。 

・教師が書いた観察記録文を

提示することで、学習のゴー

ルを伝え、学習の見通しをも

たせる。 

・今育てている生き物につい

ての発見などがあれば、積極

的に取り上げ、観察すること

への意欲をもたせる。 

・拡大した学習計画表を提示

し、どのように学習を進める

のか全体像が分かるように

する。 

 

 

 

 

 

 

○学習活動 ・指導上の留意点 

① 学習の進め方を知る。 

自分の観察したい生き物を決め、その理由を書く。 

② 『かんさつ名人になろう』を見て、観察するポイント（観点）を考

え、観察メモの書き方を知る。 

③ ④自分で選んだ生き物を詳しく観察し、観察したことを観察メモ

に書く。自分が知らせたい「とっておき」を決める。 

⑤ 観察メモを観察文にする方法を知る。 

⑥ ⑦観察メモを基に友達と話し合い、下書きをする。 

⑧ 下書きを基に清書をする。 

⑨ 書いた観察記録文を友達と読み合い、感想を書く。 

 

評価規準【】 

☆評価方法 

とっておきを知らせたい生き物を決めよう 



 

二 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教科書の作例を読み、観察記録文を書くとき

に大切なことを整理する。 

・「かんさつのポイント」を見つけよう。 

・大きさや形、色を見る。 

・いろいろな方向から見る。 

・数を数える。 

・長さを図る。 

・におい。 

・触る。 

・音を聞く。 

・思ったことや気づいたことを書く。 

・動き方（どんな時にどのように動くのか）。 

・生き物の姿や様子。 

 

 

○教師の書いた見本の「とっておきメモ」を提

示し、観察メモの書き方を知る。 

 

 

 

 

 

・1年時で学習した五感を使っ 

て書くこと「色」「形」「数」

「大きさ」「におい」「手触り」    

を確かめる。さらに、生き物

を観察するために必要な観

察の観点を加える。 

・発見したことや目に浮かぶよ

うに書くことで、よりわかり

やすく相手に正確に伝えら

れることを押さえる。 

・見つけた「かんさつのポイン

ト」は、見やすい場所に掲示

しておき、観察するときや次

時以降の学習の資料にする。 

・メモには、友達に知らせたい

生き物のとっておきのこと

を、短い言葉で簡単に書くよ

うにする。 

 

生き物を詳しく観察して観察記録文を書こう 



 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しく観察し、書 

くことに必要な 

事柄を集めよう 

としている。【関】 

☆観察メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しく観察し、書 

くことに必要な 

事柄を集める。 

【書ア】 

☆観察メモ 

 

 

 

 

 

 

 

○自分が選んだ生き物をよく見て、生き物の姿

や様子、見つけた動きなどを「とっておきメ

モ」に書く。 

・メモする内容を確かめ、言葉で書く。 

・一人一冊ずつ「とっておきメモ」帳をもつ。 

 

 

○観察して友達に知らせたいことが見つかる

度に「とっておきメモ」に書いていく。 

 

○違う生き物を観察している友達と話し合い

をし、生き物の姿や様子、見つけた動きの観

察メモを紹介し合い、もっと書き加えられる

ことはないかを話し合う。 

○さらに生き物を観察し、姿や様子、動きにつ

いて詳しく観察し、「とっておきメモ」を増や

していく。 

○自分が書いた「とっておきメモ」の中から、

友達に一番知らせたいことが書かれた観察

メモを選び、簡単な題名を付ける。 

 

○選んだ「とっておきメモ」の内容を「スペシ

ャルメモ」に書き替える。 

・「スペシャルメモ」一枚に、一つの事柄を書く。 

 

 

 

 

○「スペシャルメモ」の順番を考えながら、台

紙に貼る。 

 

 

 

○教師の書いた観察記録文と「スペシャルメ

モ」を比べ、観察メモを文にする方法を知る。 

 

○「スペシャルメモ」にない部分を押さえる。 

・メモの内容にもっと言葉を付け足して観察文

に書いている。 

 

・生き物のことが思い出せな

い児童には、生活科で観察し

たときの観察記録カードを

活用させる。 

・生き物の姿や生態だけでなく

動きにも着目して観察メモ

を書かせる。 

・メモ用紙を教室に常備し、い

つでも観察したことをメモ

に書けるようにしておく。 

・観察記録文を書くためのメ

モが集まっていない児童に

は、友達との交流でアドバイ

スをもらえるようにする。 

 

 

 

・簡単にでも題名を付けること

によって、何についての事柄

を書くのかを明確にする。 

 

・複数の「とっておきメモ」を

合わせて「スペシャルメモ」

にしてもよいことを伝える。 

・「スペシャルメモ」を書くた

めに生き物を観察したいと

きは、随時見ることができる

ようにして、姿や動きを確か

めながら書けるようにする。 

・順番を入れ替えるときには、

動きの順番や文章を書くこ

とを意識しながら考えて順

に貼ることを伝える。 

 

・「スペシャルメモ」と観察記

録文を比べ、メモが文章で

は、どのように変わっている

のかを確認していく。 

・「スペシャルメモ」には、ない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

本 

時 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知らせたいこと

がよく伝わるよ

うに、観察文の書

き表し方を工夫

して書く。 

【書】(イ) 

☆下書き用短冊 

・「～のような」など、伝わり易い言い方になっ

ている。 

・題名・自分の名前が書いている。 

・観察した日が書いている。 

・書き出し（どうやって観察したか）が書いて

ある。 

 

○「スペシャルメモ」を文にする方法を「文変

身の三つの技」としてキーワード化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○文を書くために、必要な「スペシャルメモ」

を選んだり、順番を並び替えたりして、文を

書くための簡単な構成を考える。 

 

○自分が書く観察記録文にあった題名をつけ

る。 

 

○「スペシャルメモ」を基に、友達に知らせた

いことが分かるような文にして、下書きをす

る。 

・30マスの下書き用の短冊に一文ずつ書く。 

 

・「文変身の三つの技」使われている箇所に色別

に線を引かせる。 

 

 

○３時で交流した友達と下書きの読み合いを

し、互いに書き方のよいところを伝える。 

 

 

 

 

○「スペシャルメモ」には書いていない書き出

言葉を探し、メモと違ってい

るところに目を向けさせる。 

・観察記録文を書くために必

要なことを確認する。 

・メモを文にするときの方法を

「文変身の三つの技」とまと

め、文を書くときの手立てと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書いたが文には使わない「ス

ペシャルメモ」があってもよ

いことを伝え、台紙から外

す。 

・題名を付けることで、書く意

欲をもたせる。 

 

・観察記録文の「中・終わり」

にあたる部分を書いていく。 

・文がだらだらと長くならない

ように一文を 30文字以内の

短冊に書かせる。 

・技を色分けすることにより、

メモからどの部分が変わっ

て文になったのかを分かり

やすくする。 

・友達と下書きを読み合い、友

達に伝わる文章が書けてい

るのかを話し合う。文の書き

方の良いところを見合うこ

とを伝える。 

 

・書き出し部分「初め」は、下

・「文変身の三つの技」 

① 付け足しの技（観察の言

葉を使って、伝わるよう

に書く） 

② たとえの技（似ている物

にたとえて書く） 

③ 合体の技（２つのメモの

内容を合わせて書く） 

④  



７ 

 

 

 

 

 

しの部分などの文を書き、下書きを完成させ

ていく。 

○下書き用の短冊を並べて、文の簡単な構成を

考え、さらに書き加えたり言葉を付け足した

りしていく。 

 

書き用の短冊の色を変える。 

 

・短冊を台紙に貼ることで、文

の構成をさせる。 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

観察したことが

言葉によって伝

えられることに

気づいている。

【言】イ（ア） 

☆清書用紙 

○下書きを基に清書をする。 

・文字の間違いや表記の間違いがないかを確認

しながら、下書きを見直す。 

・ていねいに清書をする。 

・下書きを読み直して、文字の

間違いや読みにくいところ

がないかを見つける。 

 

 

三 ９  

 

知らせたいこと 

がよく伝わるよ 

うに、観察文の書 

き表し方を工夫 

し書こうとして 

いる。【関】 

☆発言・観察 

 

 

○書いた観察記録文を友達と読み合い、感想を

書く。 

 

 

 

・友達の観察記録文を読んでよ

く表現できているところを

見つけて、「よかったよカー

ド」に書いて渡す。 

 

 

 

８．本時の展開（ ６／９） 

（１）目標  観察メモを基に知らせたいことがわかるような文を書く。 

（２）展開 

評価規準【】 

☆評価方法 

学習活動 

・期待する児童の様子 

・指導上の留意点 

●支援 

 

 

 

 

 

１．観察記録文の題名を伝え合う。 

 

 

２．本時のめあてを確認する。 

 

・前時に考えた題名を発表し合い、

これから文を書いていく意欲を

高める。 

 

 
スペシャルメモをもとに、ともだちにつたわるような文にしよう 

ぼく・わたしのとっておきを知らせよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知らせたいことが

よく伝わるよう

に、観察文の書き

表し方を工夫して

書く。 

【書】(イ) 

☆下書き用短冊 

 

 

 

 

 

３．「スペシャルメモ」を見ながら、メモを文にする

方法を使って、下書きをする。 

・メモの「はさみを上にふり上げる」のところを「し

ょっかくがあい手にあたると、はさみをぐっとふ

り上げました」と文に書いてみよう。（付け足しの

技） 

・メモの「長いしょっかく」は、「ひげのようなしょ

っかく」とたとえると、目に見えるようなつたわ

る文になるね。（たとえの技） 

・「たたかいかた」のメモに「はさみの大きさ」のメ

モを合わせると、くわしくなるんじゃないかな。 

（合体の技） 

 

４．下書きが友達に伝わるような文に書けているか

を友達と交流する。 

・付け足しの技を使って、伝わりやすい文に書けて

いるね。 

・「ひげのような長いしょっかく」のたとえ方が上手

だね。目に見えるようで、伝わりやすいよ。 

５．学習を振り返り、次時のめあてを確認する。 

・知らせたいことが分かるような文を書くことが

できたよ。早く友達に読んで欲しいな。 

・友達と話し合ったら、書いた文に自信がもてたよ。 

・次もどんどん書いていきたいな。 

 

・「文変身の三つの技」を思い出し、

メモを文にする方法をみんなで

確認する。 

 

●メモを文にする方法（文変身三つ

の技）を提示する。 

●文が書けずに困っている児童に

は、どの技を使えばよいのかを個

別に伝える。 

・「文変身の三つの技」が使われて

いるところに色別で線を引かせ

る。色分けすることにより、メモ

からどの部分が変わって文にな

ったのかを分かりやすくする。 

 

 

・どのように交流するのか、初めに

教師が見本を見せる。 

・伝わる文や詳しい文が書けたと

ころを見つけて、交流させる。 

 

 

・本時のねらいに沿って、目標が達

成できたか、振り返らせる。 

・分かりやすい文にするための「文

変身の三つの技」が使えていたか

を確認する。 

 

 

 


